
恩師井上和雄先生等について 

山岳絵画を描くきっかけとなったのは、神戸商船大学経済学教授の井上先生との出会

いによります。 

経済学レポートの件で経済学研究室を訪ねた際、室内の絵についてお尋ねしたところ、

ご自分で描かれた八ヶ岳であり、中学時代からの友人(吉田さん)と御岳、八ヶ岳、大山、

桜島等を春・夏・秋と描いて回っているとのことであった。 

その後の成り行きで、先生等の絵画旅行に同行させてもらえることになり、それをき

っかけに、山を描くことになった次第である。 

お二人は、15 号、20 号のキャンバスを 1 日 1 枚のペースで描かれるので、最初は、

ペースについて行けずに苦労したが、次第に描けるようになった。 

描く時の集中力とペース配分は、この頃身につけたものであり、また、お二人からは、

いろいろなことを学ばせて頂いた。 

 お二人は、これまでに描かれた絵画及び随筆をインターネットブログ「井上和雄 吉

田脩二 美術館」に掲載しておられますので、是非とも検索方願いたい。また絵画以外

でもご活躍、著書も多数出版しており、井上先生の「モーツァルト心の軌跡」はサント

リー学芸賞を受賞、関連する新聞記事も添付しますので、一読してみてください。 

お二人の当時の経歴等は、次のとおりです。 

井上和雄 

神戸商船大学経済学助教授 

大阪大学でのプラトン等「西洋哲学史」講義兼任 

神戸モーツァルトクラブ会長 

      オーケストラ、合唱団における指揮及び指導 

      (モーツァルト レクイエム KV.618  指揮) 

ブタコレラ・クヮルテット(弦楽四重奏団) 第二ヴァイオリン演奏者 

著書   中央公論社 モーツァルト懸賞において最優秀賞受賞 

音楽之友社 「モーツァルト 心の軌跡」 サントリー学芸賞受賞 

           「ハイドン ロマンの軌跡」 

           「ペートーヴェン 闘いの軌跡」 

           「シューベルトとシューマン 青春の軌跡」 

神戸新聞  「ロンドン音楽紀行」ロンドン大学留学時の欧州見聞録等 

 

吉田脩二 

金沢大学医学部 立体視(3D画像)の特許取得に貢献 イタリア学会での論文発表  

大阪大学、大阪府立病院にて思春期外来・病棟 医学部長 

 毎日放送ラジオ番組  吉田脩二・角淳一「愛のおしゃべりクリニック」 

 著書   ミネルヴィ書房 「全能感人間」 

     高文研     「人はなぜ心を病むのか」思春期外来の診察櫃から 

http://inoueyoshidagallery.blog.fc2.com/
http://inoueyoshidagallery.blog.fc2.com/


鳥取県 大山にて 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  最終日、ペンション前の広場に作品を並べて、ペンションオーナーも交えての 

  展示鑑賞会。吉田・井上の両画伯は出来栄えに満足されたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


